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　7月23日、美野里生物の会（大地洸会長）主催により、夏休
み自然観察教室「昆虫植物標本作り」が行われました。
　市内から33名の方が参加し、講師に広瀬誠先生（茨城県環
境アドバイザー）をむかえ、午前中に観察会と昆虫採集、午後
は美野里生物の会の指導で標本作りをしました。
　参加者のほとんどが標本作りは初めて。実践して見せる先
生の手元を真剣な眼差しで見つめていました。参加者からは
「こういう機会はなかなかないので、来年もぜひ参加したい」
と感想がありました。
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7
月
26
日
、
市
執
行
部
と
市

議
会
百
里
基
地
対
策
委
員
会

が
百
里
基
地
周
辺
対
策
に
つ
い

て
、
東
京
防
衛
施
設
局
に
対
す

る
陳
情
を
行
い
ま
し
た
。

  

島
田
市
長
は
、
基
地
所
在
に

よ
る
住
民
生
活
の
影
響
、
不
利

益
や
障
害
を
踏
ま
え
、
基
地
に

起
因
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
、

地
元
の
実
情
を
理
解
し
、
周
辺

対
策
の
一
層
の
充
実
を
訴
え
ま

し
た
。

　

局
側
か
ら
は
、
横
山
局
長
を

は
じ
め
次
長
、
施
設
部
長
、
事

業
部
長
、
関
係
各
課
担
当
職
員

が
出
席
し
、
各
項
目
に
つ
い

て
、
回
答
と
説
明
が
あ
り
、
要

望
に
つ
い
て
は
市
の
発
展
の
た

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
陳
情
事
項
に

つ
い
て
誠
意
を
持
っ
て
対
応
し

て
い
く
旨
の
回
答
が
な
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
同
日
、
在
日
米
軍
再

編
に
係
る
訓
練
の
移
転
等
に
対

す
る
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

　

島
田
市
長
は
、
基
地
周
辺
住

民
、
市
議
会
の
強
い
要
請
を

踏
ま
え
、
今
般
の
百
里
基
地
へ

の
訓
練
移
転
は
、
や
む
を
得
な

い
と
判
断
す
る
が
、
周
辺
住
民

の
生
活
環
境
の
確
保
を
図
る
た

め
、
騒
音
対
策
、
安
全
対
策
及

び
地
域
振
興
策
、
基
地
運
用
の

あ
り
方
な
ど
、
市
と
国
に
よ
る

協
定
書
の
締
結
に
つ
い
て
、
強

く
申
し
入
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
局
側
か
ら
は
、

先
ず
は
地
元
自
治
体
と
協
議
の

場
を
設
け
、
関
係
機
関
等
と
よ

く
調
整
し
な
が
ら
対
応
し
て
ま

い
り
た
い
旨
の
回
答
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

 

な
お
、
陳
情
内
容
及
び
在
日

米
軍
再
編
に
係
る
訓
練
の
移
転

等
に
対
す
る
要
望
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

① 

百
里
飛
行
場
の
民
間
共
用
化

に
つ
い
て

　

本
市
で
は
、
百
里
飛
行
場
の

民
間
共
用
化
を
ま
ち
づ
く
り
の

重
要
な
施
策
と
位
置
づ
け
、
共

用
化
空
港
の
開
港
と
共
用
化
に

伴
う
振
興
策
の
早
期
実
現
を
強

く
望
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

つ
い
て
は
、
今
後
予
想
さ
れ

る
関
連
施
策
に
つ
い
て
、
特
段

の
措
置
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

② 

市
独
自
の
基
地
周
辺
障
害
防

止
対
策
に
つ
い
て

　

本
市
で
は
、
市
独
自
の
基
地

周
辺
障
害
防
止
対
策
と
し
て
、

周
辺
地
域
及
び
住
民
に
対
し

て
、
地
区
運
営
補
助
金
、
電
話

難
聴
対
策
補
助
金
及
び
テ
レ
ビ

映
像
障
害
対
策
補
助
金
の
交

付
を
し
て
い
る
。

  

つ
い
て
は
、
基
地
と
周
辺
住

民
の
調
和
を
維
持
発
展
さ
せ
る

た
め
の
対
策
と
し
て
、
次
の
事

項
に
つ
い
て
特
段
の
措
置
を
講

じ
ら
れ
た
い
。

⑴ 

テ
レ
ビ
放
送
受
信
料
減
免
区

域
の
拡
大
を
図
る
と
と
も

に
、全
額
免
除
と
す
る
こ
と
。

⑵ 

電
話
通
信
料
の
減
免
及
び
地

市
執
行
部
と
市
議
会
百
里
基
地
対
策
委
員
会
が

東
京
防
衛
施
設
局
へ
陳
情
し
ま
し
た

陳 情
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区
運
営
に
関
す
る
措
置
を
講

じ
る
こ
と
。

③ 

障
害
防
止
事
業
の
助
成
に
つ

い
て

　

百
里
基
地
の
航
空
機
の
飛
行

に
伴
う
障
害
の
防
止
事
業
に

つ
い
て
は
、
本
市
に
お
い
て
も

積
極
的
に
導
入
を
図
っ
て
き
た

が
、
そ
の
助
成
基
準
の
改
正
な

ど
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
特
段

の
措
置
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

⑴ 

補
助
対
象
範
囲
及
び
補
助
対

象
施
設
の
拡
大
を
図
る
こ

と
。

⑵ 

対
象
施
設
等
の
老
朽
化
に
伴

う
更
新
、
改
良
に
要
す
る
経

費
を
補
助
対
象
と
す
る
こ

と
。

⑶ 

平
成
19
年
度
に
防
衛
施
設
庁

補
助
事
業
と
し
て
実
施
予
定

の
下
記
事
業
に
つ
い
て
、
所

要
の
予
算
確
保
を
図
る
こ

と
。

　

●
障
害
防
止
事
業

　
　

小
川
統
合
幼
稚
園

　
　
　

実
施
設
計
一
式

 

2
，8
3
5
千
円

④
住
宅
防
音
の
助
成
に
つ
い
て

　

住
宅
防
音
工
事
に
つ
い
て

は
、
そ
の
助
成
等
に
よ
り
障

害
の
軽
減
が
図
ら
れ
つ
つ
あ
る

が
、
い
ま
だ
十
分
と
は
い
え
な

い
状
況
で
あ
る
。

　

ま
た
、
現
在
の
助
成
基
準
で

は
、
本
市
に
お
け
る
都
市
計
画

や
基
地
周
辺
の
土
地
利
用
等
、

そ
の
発
展
が
阻
害
さ
れ
て
い
る

状
況
は
解
消
し
難
い
も
の
が
あ

る
。

　

つ
い
て
は
、
次
の
事
項
に
つ

い
て
特
段
の
措
置
を
講
じ
ら
れ

た
い
。

⑴ 
指
定
区
域
告
示
後
の
新
築
家

屋
に
つ
い
て
も
全
室
を
補
助

対
象
と
す
る
こ
と
。

⑵ 

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置

に
対
す
る
助
成
を
推
進
す
る

こ
と
。

⑶ 

冷
暖
房
機
器
等
の
耐
用
年
数

を
実
態
に
即
す
る
よ
う
改
正

す
る
と
と
も
に
、
そ
の
更
新

に
要
す
る
経
費
を
全
額
国
庫

負
担
と
す
る
こ
と
。

⑤
移
転
の
補
償
等
に
つ
い
て

　

移
転
の
補
償
及
び
土
地
の
買

い
入
れ
に
つ
い
て
は
、
指
定
さ

れ
た
区
域
内
の
申
し
出
者
に
対

し
順
次
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
区
域
指
定
の
告
示

後
の
建
物
等
に
つ
い
て
は
、
損

失
補
償
の
対
象
と
な
っ
て
い
な

い
。

　

ま
た
、
買
い
入
れ
地
等
の
規

模
に
よ
り
、
そ
の
措
置
が
複
数

年
に
亘
っ
た
り
、
申
し
出
か
ら

買
い
入
れ
ま
で
長
い
年
月
を
要

し
て
い
る
。

　

つ
い
て
は
、
住
民
の
意
向
に

適
切
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
次

の
事
項
に
つ
い
て
特
段
の
措
置

を
講
じ
ら
れ
た
い
。

⑴ 

移
転
補
償
対
象
区
域
の
指
定

告
示
後
の
建
物
等
に
つ
い
て

も
対
象
と
す
る
こ
と
。

⑵ 

所
要
の
予
算
額
を
確
保
し
、

速
や
か
に
土
地
を
買
い
入
れ

る
こ
と
。

⑶ 

買
い
入
れ
た
土
地
の
適
正
な

管
理
に
努
め
る
こ
と
。

⑥ 

民
生
安
定
施
設
助
成
事
業
に

つ
い
て

　

民
生
安
定
施
設
整
備
事
業
に

つ
い
て
は
、
本
市
に
お
い
て
も

毎
年
計
画
的
な
導
入
を
図
り
周

辺
対
策
に
努
め
て
い
る
が
、
更

な
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
資

す
る
た
め
、
次
の
事
項
に
つ
い

て
特
段
の
措
置
を
講
じ
ら
れ
た

い
。

⑴ 

補
助
対
象
区
域
及
び
補
助
対

象
施
設
、
範
囲
の
拡
大
を
図

る
と
と
も
に
補
助
率
を
引
き

上
げ
る
こ
と
。

⑵ 

施
設
等
の
老
朽
化
に
伴
う
更

新
、
改
良
、
修
繕
等
に
要
す

る
経
費
等
を
補
助
対
象
と
す

る
こ
と
。

⑶ 

ソ
フ
ト
事
業
に
対
す
る
補
助

制
度
を
創
設
す
る
こ
と
。

⑷ 

平
成
19
年
度
に
防
衛
施
設
庁

補
助
事
業
と
し
て
実
施
予
定

の
下
記
事
業
に
つ
い
て
、
所

要
の
予
算
確
保
を
図
る
こ

と
。

　

●
民
生
安
定
施
設
整
備
事
業

　
　

水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

　
　

I
―
A
型　

１
台

１
０
，5
0
2
千
円

　
　

市
道
1
0
8
号
線
改
良
舗
装

　
　

詳
細
設
計
等
一
式

２
４
，2
0
2
千
円

⑦ 

特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備
調

整
交
付
金
に
つ
い
て

　

特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備
調

整
交
付
金
に
よ
る
公
共
施
設

等
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
着
実

に
そ
の
成
果
が
見
ら
れ
て
い
る

が
、
今
後
、
更
な
る
施
設
等
整

備
の
充
実
が
望
ま
れ
て
い
る
。

  

つ
い
て
は
、
次
の
事
項
に
つ

い
て
特
段
の
措
置
を
講
じ
ら
れ

た
い
。

⑴ 
交
付
金
の
増
額
及
び
所
要
の

予
算
額
の
確
保
を
図
る
こ

と
。

⑵ 

円
滑
な
事
業
推
進
の
た
め
、

交
付
金
を
早
期
に
決
定
し
、

速
や
か
に
交
付
す
る
こ
と
。

⑶ 

施
設
等
の
老
朽
化
に
伴
う
更

新
、
改
良
、
修
繕
等
に
要
す

る
経
費
等
を
交
付
金
対
象
と

す
る
こ
と
。

⑷ 

算
定
基
礎
の
改
正
を
図
る
こ

と
。

⑧
農
耕
阻
害
損
失
補
償
に
つ
い
て

　

百
里
基
地
に
は
、
常
に
最
新

鋭
の
ジ
ェ
ッ
ト
戦
闘
機
等
多

数
の
航
空
機
が
配
備
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
ら
高
性
能
ジ
ェ
ッ
ト

戦
闘
機
等
の
飛
行
に
伴
う
コ
ー

ス
の
変
化
が
見
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
補
償
額
も
毎
年
減
少

し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

つ
い
て
は
、
次
の
事
項
に
つ

い
て
特
段
の
措
置
を
講
じ
ら
れ

た
い
。

⑴ 

損
失
補
償
の
対
象
範
囲
を
拡

大
す
る
と
と
も
に
、
グ
レ
ー

ド
の
簡
素
化
を
図
る
こ
と
。

⑵
補
償
額
の
増
額
を
図
る
こ

と
。

⑶ 

最
低
補
償
額
を
設
定
す
る
な

ど
制
度
の
見
直
し
を
図
る
こ

と
。
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⑨ 

関
連
機
関
等
へ
の
申
し
入
れ

に
つ
い
て

　

百
里
基
地
対
策
に
関
連
し
て
、

下
記
の
と
お
り
関
係
機
関
へ
の

申
し
入
れ
に
つ
い
て
特
段
の
配

慮
を
願
い
た
い
。

⑴ 

基
地
交
付
金
に
つ
い
て
、
所

要
の
予
算
額
を
増
額
確
保
す

る
よ
う
総
務
省
へ
申
し
入
れ

る
と
と
も
に
、
航
空
燃
料
税

に
つ
い
て
、
現
行
法
で
は
国

の
納
税
義
務
が
な
い
旨
規
定

さ
れ
て
い
る
が
、
国
の
三
位

一
体
改
革
を
受
け
、
財
政
事

情
が
厳
し
い
昨
今
、
航
空
燃

料
譲
与
税
に
代
わ
る
新
た
な

交
付
金
の
創
設
に
つ
い
て
、

あ
わ
せ
て
総
務
省
に
申
し
入

れ
る
こ
と
。

⑵ 

基
地
の
運
用
に
つ
い
て
、
次

の
こ
と
を
航
空
幕
僚
長
へ
申

し
入
れ
る
こ
と
。

　

1
基
地
周
辺
の
騒
音
公
害
を

軽
減
す
る
た
め
、
早
朝
（
午
前

8
時
ま
で
）、
昼
休
み
（
午
前

11
時
30
分
〜
午
後
1
時
30
分
ま

で
）、
夜
間
（
午
後
6
時
以
降
）

及
び
土
・
日
・
祝
祭
日
、
地
域

か
ら
の
要
望
に
よ
る
葬
祭
時
、

主
要
行
事
時
の
飛
行
は
特
に
や

む
を
得
な
い
場
合
を
除
き
原
則

と
し
て
行
わ
な
い
こ
と
。

　

2
離
陸
後
は
速
や
か
に
設
定

し
て
あ
る
訓
練
空
域
に
向
か
う

と
と
も
に
、
基
地
上
空
で
の
訓

練
を
行
わ
な
い
こ
と
、
さ
ら
に

飛
行
コ
ー
ス
や
安
全
飛
行
の
徹

底
を
図
る
こ
と
。

　

3
基
地
の
運
用
に
伴
う
協
定

等
を
速
や
か
に
締
結
す
る
と
と

も
に
、
本
市
と
の
連
携
を
密
に

し
、
協
力
体
制
を
整
え
る
こ
と
。

　

平
成
18
年
5
月
1
日
の
日
米
安
全
保
障

協
議
委
員
会
で
合
意
さ
れ
た
「
再
編
実
施

の
た
め
の
日
米
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
に
嘉

手
納
飛
行
場
な
ど
米
軍
施
設
か
ら
航
空
自

衛
隊
百
里
基
地
外
5
基
地
へ
の
訓
練
の
移

転
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
最
終
報
告
の

内
容
に
よ
り
ま
す
と
、
年
間
の
使
用
日
数

（
約
4
週
間
）
及
び
訓
練
1
回
当
た
り
の
使

用
期
間
（
3
日
〜
15
日
）
は
維
持
さ
れ
ま

し
た
が
、
年
間
の
訓
練
回
数
（
年
約
4
回
）

が
撤
廃
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

防
衛
施
設
周
辺
住
民
は
、
在
日
米
軍
再

編
問
題
に
つ
い
て
航
空
機
騒
音
の
加
重
、

安
全
や
治
安
面
の
懸
念
か
ら
訓
練
移
転
に

反
対
の
立
場
を
と
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

市
議
会
に
お
い
て
も
訓
練
移
転
の
反
対
決

議
を
採
択
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
①
7
月
6
日
に
周
辺

住
民
代
表
で
あ
る
百
里
基
地
周
辺
地
域
整

備
協
議
会
か
ら
「
容
認
を
前
提
に
し
た
国

と
の
協
定
書
締
結
」
の
要
望
が
あ
っ
た
こ

と
。
さ
ら
に
、
市
議
会
も
周
辺
住
民
の
意

向
に
同
調
す
る
と
し
た
こ
と
。
②
周
辺
市

長
、
県
知
事
と
も
協
議
し
、
今
後
の
対
応

に
つ
い
て
歩
調
を
合
わ
せ
て
い
く
と
し
た

こ
と
。
③
防
衛
は
国
の
専
管
で
あ
り
、
現

行
法
制
度
の
も
と
に
国
と
の
協
力
関
係
を

維
持
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。

④
百
里
基
地
設
置
40
年
を
迎
え
る
今
日
、

基
地
と
共
存
共
栄
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
今

後
も
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
な
ど
か
ら
、
市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

今
般
の
在
日
米
軍
再
編
に
係
る
訓
練
移
転

の
受
入
れ
は
、
や
む
を
得
な
い
も
の
と
判

断
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
周
辺
住
民
の
良
好
な

生
活
環
境
の
確
保
を
図
る
た
め
、
騒
音
対

策
、
安
全
対
策
及
び
地
域
振
興
策
、
基
地

運
用
の
あ
り
方
な
ど
に
関
す
る
協
定
書
を

締
結
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
特
段
の
ご
配

慮
を
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。　

東
京
防
衛
施
設
局
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

横
山　

高
則　

殿

　
　

茨
城
県
小
美
玉
市
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

島
田　

穣
一

　
　

茨
城
県
小
美
玉
市
議
会
議
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

飯
島　

利
武

米
軍
再
編
に
係
る
訓
練
の

　
　
　
　
　
　
　

移
転
等
に
対
す
る
要
望
書

平
成
18
年
７
月
26
日

平成 18 年 8 月 10 日　広報おみたま
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空港の愛称を募集します！！空港の愛称を募集します！！

◇空港の概要
　・航空自衛隊百里飛行場が民間の航空機も就航する空港になります。
　・北海道、大阪、福岡、沖縄の４路線が想定されており、ビジネスや観光にとても便利になります。
　・高速道路や関連アクセス道路が整備され、栃木県や群馬県からも大変利用しやすく、「首都圏の北の玄関口」
　    として重要な役割を担う空港になります。
　・茨城県では、平成21年度の開港を目指しています。

◆募集概要
　○募集内容　　新しい空港にふさわしい愛称名
　　　　　　　　＊使用文字は、漢字、ひらがな、カタカナとし、漢字には「ふりがな」を付けてください。
　○応募資格　　全国誰でも応募可
　○応募期間　　７月２５日（火）から９月１５日（金）
　　　　　　　　（ハガキは当日消印有効，その他は必着）　
　○応募方法　　ハガキによる郵送、電子メール、ＦＡＸ等
　　　　　　　　＊応募は１人１点とさせていただきます。
　○明記事項　　①愛称名（ふりがな）　　②住所・郵便番号　　③氏名（ふりがな）
　　　　　　　　④年齢　　⑤性別　　⑥電話番号　　⑦愛称の簡単な説明　　など　
　　　　　　　　＊①から⑥までは必ず明記してください。様式は自由です。

◆愛称の決定及び賞・副賞
　○愛称決定の時期は平成１８年１２月頃を予定
　○賞
　　・採用作品賞　　　１名　　　賞状及び副賞（賞金５万円）
　　・佳作　　　　　 １０名　　　賞状及び副賞（２万円相当の県産品）
　　・参加賞　　　　５０名程度　副賞（５千円相当の県産品）
　　＊それぞれ応募者が多数の場合は抽選とします。採用作品賞受賞者が高校生以下の場合の副賞は、賞金相当
　　　の図書カードとします。ただし、応募状況により賞の数や副賞の内容を変更することがあります。
　　　また、採用作品賞及び佳作受賞者は氏名、年齢及び住所（市町村名まで）を公表させていただきます。

◆作品の取扱い
　○採用作品の著作権は茨城県に帰属
　○各種パンフレットへの掲載や道路案内標識などに活用予定

◆応募・問い合わせ先

〒310－8555　茨城県水戸市笠原町978番6　　
　　　　　　　茨城県企画部空港対策室　愛称募集担当
　　　　　　　  ☎029(301)2761　　FAX029(301)2749
　　　　　　  E-mail：kuko-aisyo@pref.ibaraki.lg.jp
　　　　　　  http：//www.pref.ibaraki.jp/bukyoku/kuko/index.htm

　茨城と全国の空を結ぶ空港（正式名称：百里飛行場）の愛称を募集します。
皆さんのご応募をお待ちしています。

広報おみたま　平成 18 年 8 月 10 日
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小
美
玉
市
で
は
、
百
里
飛
行
場
の
民
間
共
用
化
に
伴
う
航
空
機
騒
音
を
軽
減
す
る

た
め
、
昨
年
度
（
旧
小
川
町
）
に
引
続
き
、
茨
城
県
と
共
同
で
、
個
人
住
宅
の
防
音

サ
ッ
シ
設
置
に
要
す
る
工
事
費
へ
の
助
成
を
行
い
ま
す
。
対
象
と
な
る
工
事
及
び
住

宅
等
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
対
象
と
な
る
工
事

　

窓
に
防
音
仕
様
の
サ
ッ
シ
を
取
付
け
、
遮
音
性
及
び
気
密
性
の
向
上
を
図
る
工
事

　
　

例
…
防
音
ガ
ラ
ス
交
換
工
事
、
防
音
サ
ッ
シ
交
換
工
事
、
内
窓
設
置
工
事
等

　
　
〔
工
事
業
者
の
選
定
及
び
契
約
等
は
、
申
請
者
が
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。〕

■
対
象
と
な
る
住
宅
（
図
参
照
）

■
添
付
書
類

　

・ 

建
物
評
価
証
明
書
又
は
建
物
登
記
簿
謄
本
の
写
し

　

・
住
民
票
謄
本

　

・ 

工
事
概
要
書(

工
事
内
容
、
工
事
箇
所
等
を
記
載
し
た
も
の)

　

・ 

工
事
見
積
書

　

・ 

使
用
材
料
一
覧
表(

製
造
所
及
び
型
番
等
を
記
載
し
た
も
の
、

　
　

カ
タ
ロ
グ
の
写
し) 

■
申
込
締
切　

平
成
19
年 

1
月
31
日（
水
）

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

小
美
玉
市
役
所　

空
港
対
策
課 

　

☎
4
8
|
1
1
1
1 　

内
線
1
1
3
4 

　
（ 

申
込
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市
役
所
及
び
各
総
合
支
所
に

備
え
て
あ
り
ま
す
。）

小
川
地
区
の
方
へ

　

防
音
サ
ッ
シ
工
事
へ
の
助
成
を
行
い
ま
す

対象住宅 補助金限度額

10 万円

５万円

備　　考

75Ｗ以上の区域
において防衛施
設庁告示（平成
元年 6月 30日）
後に新築された
住宅 国による防音

工事の助成を
受けることの
できない住宅

70Ｗ～ 75Ｗの
区域に存在する
住宅

※対象となる住宅の所有者で、補助金の助成を希望する方は、
　制度の内容及び添付書類等を確認のうえ、お申込みください。
　詳しくは、下記の申込み・問い合わせ先までご連絡ください。

防音サッシ工事区域図防音サッシ工事区域図

75W以上の区域75W以上の区域

70W～ 75Wの区域70W～ 75Wの区域

平成 18 年 8 月 10 日　広報おみたま
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子宮がん・乳がん検診のお知らせ　  子宮がん・乳がん検診のお知らせ　  ・乳がん検診のお知らせ　  
　乳がんは女性のがんとしてかかる率が 1 位となっており、早期発見・早期治療が重要です。
また、子宮がんは、死亡率が減少しているのにもかかわらず最近では 20 代の若い世代の発症が増えています。
年に 1 回は検診を受けましょう。

◆場所　四季健康館

◆受付時間　　12 時 30 分～ 13 時

◆持参するもの
　・問診票（後日郵送します）
　　※問診票がなくても受診できます
　・健康手帳、または老人手帳
　　（40 歳以上でお持ちの方）
　・バスタオル（乳がん検診希望者）
　・スカート（子宮がん検診希望者）
　・身障手帳（1･2 級の方）
　・療育手帳（Ａのつく方）

　小美玉市に住所登録されている方で、下記日程の受診を希望される方はご連絡ください。
また、今年 4 月以降に他医療機関（人間ドック、病院、企業など）で受診済み・受診予定の方は受けられません。

◆その他
　・保育ボランティア：お子様連れの保護者の方が安心して受診できるよう下記の日程で実施します。
※要予約（土日を除く３日前までにお申し込みください）

　・送迎バス：上記対象地区の方で、巡回送迎バスをご利用になりたい方は、事前に電話で申込みください。

◆ 対象・検診料金
　（70歳以上、身障手帳 1・2級、療育手帳Ａのつく方、生活保護の方は無料）

美野里地区の皆様へ

（後期）

料　金

20 ～ 29 歳

30 ～ 39 歳

40 ～ 56 歳

57 歳～

500 円

○

○

○

○

500 円

○

○

1,000 円

○

○

子宮がん検診

乳がん検診

視触診＋超音波検診
（セット検診）

マンモグラフィー
２年に１回受診のため
 昨年受診者は除く

◆検診日程・対象地区

◆問い合わせ
　健康増進課（四季健康館内）　成人保健係　☎４８－０２２１　内線 205・206　
　　（土日を除く午前 8 時 30 分～午後 5 時１５分）

９月　４日（月）

９月　５日（火）

９月　７日（木）

９月　８日（金）
９月１１日（月）
９月１２日（火）
９月１３日（水）

午後１時～検診終了 9/7・8・11・12・13

対象地区と　き

保育時間 期　　間

小岩戸、上小岩戸、西明地
寺崎、仲丸

堅倉、柴高

先後、橋場美、西郷地、清風台
竹原、竹原下郷
花野井、大谷、高場、小曽納
竹原中郷、中野谷、中台、希望ヶ丘

大曲、部室、長砂、下鶴田
上鶴田、三箇、上馬場

広報おみたま　平成 18 年 8 月 10 日
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※上記の問診票の「はい・いいえ」に答えてみましょう！

　 上の基本チェックリストのうち
① No1～20 のうち 12項目以上該当する方
② No6～10 のうち 5項目すべてに該当する方
③ No11～12 のうち 2項目すべてに該当する方
   （No12 は BMI18.5 未満の場合）
④ No13～15 のうち 3項目すべてに該当する方 かかりつけの医師に相談しましょう。

（注）BMI＝体重 kg÷ 身長ｍ÷ 身長ｍが 18.5 未満の場合該当します。

　基本チェックリストで生活機能をチェックすることにより、将来介護が必要になる可能性が高いかどうかを
判断することができます。小美玉市では65歳以上の方で基本健康診査を受診される方には、全員にこのチェッ
クリストも実施していただいています。
　市の健診を受診されない方で、チェックリストの項目で該当するところがある方は、かかりつけの医師にご
相談ください。　
　このままにしておくと「要支援」「要介護」になるおそれがあると判定された方に対しては、今回新設され
た地域支援事業で、運動機能の向上・栄養改善・口腔機能の向上・閉じこもり・うつ・認知症の予防などの各
介護予防のための事業に参加しましょう。早期に予防し、介護状態にならないようにしましょう。

介護予防のためのチェックリスト

基本チェックリスト（生活機能評価問診票　65歳以上の人が対象です。）
No 1
No 2
No 3
No 4
No 5
No 6
No 7
No 8
No 9
No 10
No 11
No 12
No 13
No 14
No 15
No 16
No 17
No 18
No 19
No 20
No 21
No 22
No 23
No 24
No 25

バスや電車で一人で外出していますか
日用品の買い物をしていますか
預貯金の出し入れをしていますか
友人の家を訪ねていますか
家族や友人の相談にのっていますか
階段を手すりや壁を伝わらずに昇っていますか
椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がっていますか
15分位続けて歩いていますか
この 1年間に転んだことがありますか
転倒に対する不安は大きいですか
6ケ月間で２～３kg以上の体重減少がありましたか
身長　　　　cm   体重　　　　kg　（注）（BMI=　　　　　　　　）　　　　
半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか
お茶や汁物等でむせることがありますか
口の渇きが気になりますか
週に 1回以上は外出していますか
昨年と比べて外出の回数が減っていますか
周りの人から「いつも同じことを聞く」などの物忘れがあると言われますか
自分で電話番号を調べて、電話をかけることをしていますか
今日が何月何日かわからない時がありますか
（ここ 2週間）毎日の生活に充実感がない
（ここ 2週間）これまで楽しんでやれていたことが楽しめなくなった
（ここ 2週間）以前は楽にできていたことが今では億劫に感じられる
（ここ 2週間）自分が役に立つ人間だとは思えない
（ここ 2週間）わけもなく疲れたような感じがする

は　い
は　い
は　い
は　い
は　い
は　い
は　い
は　い
は　い
は　い
は　い
　
は　い
は　い
は　い
は　い
は　い
は　い
は　い
は　い
は　い
は　い
は　い
は　い
は　い

いいえ
いいえ
いいえ
いいえ
いいえ
いいえ
いいえ
いいえ
いいえ
いいえ
いいえ
　
いいえ
いいえ
いいえ
いいえ
いいえ
いいえ
いいえ
いいえ
いいえ
いいえ
いいえ
いいえ
いいえ

介護福祉課（地域包括支援センター）　四季健康館内　☎４８－０２２１
健康増進課　四季健康館内  　　　　　　　　　　　　☎４８－０２２１
小川保健相談センター　 　　　　　　　　　　　　　 ☎５８－１４１１
玉里総合支所　保健福祉課　　　　　　　　　　　　  ☎４８－１１１１

【問い合わせ】

該当するとは、はい・いいえに関わらず、
回答で　　　で示したものを選択した場合
をいいま す。

平成 18 年 8 月 10 日　広報おみたま
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� � � 家庭児童相談室のご案内 � � �� � � 家庭児童相談室のご案内 � � �� � � � � �

� � 母子自立支援員のご案内 � �� � 母子自立支援員のご案内 � �� � � �

　家庭児童相談室では、お子さんが健やかに成長するために、あらゆる問題について相談を受付ています。
相談は無料で、家庭児童福祉の専門職員（家庭相談員）が担当しており、相談者のプライバシーの保護など、
秘密は厳守しますので、お気軽にご相談ください。

　母子自立支援員は、主に母子・父子家庭のさまざまな悩みごと（生活上の問題、子どものこと）や、母子・
寡婦福祉資金の貸付等の相談相手となり、問題解決のお手伝いをします。母子自立支援員は、母子福祉専門の
職員が担当し、相談は無料で秘密は厳守しますのでお気軽にご相談ください。

養 護 相 談 保護者の様々な事情（病気、行方不明、離婚、死亡等）で家庭での養育
が困難、虐待を受けているなどについての相談

心身障害相談 身体の不自由や視覚・聴覚の障害、知的障害、自閉症、重症心身障害、
言語発達の遅れや吃音・発語の障害などについての相談

非 行 相 談 家出、無断外泊、窃盗、反抗、乱暴などについての相談

育 成 相 談 不登校や引きこもり、落ち着きがない、内気など性格行動上の問題な
どの相談

来所の場合 月曜日～金曜日の午前８時30分～午後5時まで
（土曜日、日曜日、祝日及び年末年始（12/29～1/3）は休みとなります。
※事前に電話連絡をお願いします。

電話の場合 相談員が直接相談に応じますが、不在の場合には福祉事務所の職員が
相談をお受けします。

相談の方法（家庭児童相談、母子自立支援相談） 

小美玉市福祉事務所家庭児童相談室・母子自立支援員
　　所在地　小美玉市部室１１０６　四季健康館内
　　☎４８－０２２１　内線 209

連絡先 

広報おみたま　平成 18 年 8 月 10 日
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市
内
に
お
住
ま
い
の
方
か
ら
飼
い
犬

に
つ
い
て
の
は
が
き
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
内
容
は
「
散
歩
し
て
い
て
、
ふ
と

家
々
の
庭
先
、
玄
関
先
に
目
を
や
る
と

灼
熱
の
陽
光
の
中
で
、
つ
な
が
れ
グ
ッ

タ
リ
し
て
い
る
犬
の
姿
を
み
か
け
ま

す
。か
わ
い
そ
う
で
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。

せ
め
て
日
陰
と
か
風
通
し
良
い
と
こ
ろ

な
ど
に
移
し
て
や
っ
て
ほ
し
い
…
」
と

い
う
も
の
で
す
。
そ
こ
で
犬
の
暑
さ
対

策
に
つ
い
て
調
べ
て
み
ま
し
た
。

　

犬
は
、
寒
さ
よ
り
も
暑
さ
に
弱
い
動

物
で
す
。
犬
は
足
の
裏
か
ら
し
か
汗
を

か
か
な
い
の
で
、
暑
い
時
は
口
で
ハ
ァ

ハ
ァ
し
て
、
体
温
を
調
節
し
ま
す
。
暑

い
時
は
、
食
欲
も
落
ち
て
し
ま
う
事
が

あ
り
ま
す
。
少
し
で
も
快
適
に
過
ご
せ

る
よ
う
、
私
達
が
工
夫
し
て
あ
げ
た
い

も
の
で
す
。
ま
た
、
夏
は
蚊
や
ノ
ミ
・

ダ
ニ
の
多
い
季
節
で
す
。
フ
ィ
ラ
リ
ア

の
予
防
と
ノ
ミ
・
ダ
ニ
対
策
も
し
て
あ

げ
ま
し
ょ
う
。

　

室
外
犬
、
こ
う
す
る
と
い
い
か
も
♪

　

・  

犬
舎
を
日
陰
や
風
通
し
の
よ
い
場

所
に
移
す
か
、
ひ
さ
し
で
日
陰
を

作
っ
て
あ
げ
よ
う
。

　

・ 

犬
舎
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
上
だ
と

か
な
り
熱
く
な
る
の
で
移
動
し
て

あ
げ
よ
う
。

　

・ 

犬
舎
に
ノ
ミ
・
ダ
ニ
が
い
る
と
困
る

の
で
ま
め
に
掃
除
し
て
あ
げ
よ
う
。

　

・ 

犬
舎
の
窓
や
入
り
口
に
網
戸
を
付

け
て
あ
げ
よ
う
。

　

・ 

お
水
を
こ
ま
め
に
替
え
て
あ
げ
よ
う
。

　

以
上
犬
の
暑
さ
対
策
で
し
た
。
犬
の

飼
育
は
、
社
会
の
ル
ー
ル
を
守
り
な
が

ら
、飼
い
主
の
責
任
で
お
願
い
し
ま
す
。

●
中
村
雅
俊
コ
ン
サ
ー
ト

　

日　

時　

11
月
23
日
（
木
・
祝
）

　
　
　
　
　

18
時
開
演

　
入
場
料
金　

6
，0
0
0
円

　
　
　
　
　

※
全
席
指
定

　
　
　
　
　

※
当
日
5
0
0
円
増

　

電
話
予
約
開
始
日

　
　
　
　
　

 

9
月
10
日
（
日
）

　
　
　
　
　

8
時
30
分
〜

　

問
小
川
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
５
８-

０
９
２
１

　

小
美
玉
市
文
化
協
会
美
野
里
支
部

書
道
連
合
会
で
は
会
員
の
皆
さ
ん

の
作
品
を
下
記
の
と
お
り
展
示
し
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

と　

き　

8
月
22
日
（
火
）
〜

　
　
　
　
　

27
日
（
日
）

　

と
こ
ろ　

 

羽
鳥
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

2
階

問
書
道
連
合
会 

百
目
鬼 

　

☎
４
６-

３
３
０
０

　

J
G
T
国
内
男
子
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

と
し
て
、
石
岡
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
に
て

開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
「
ア
コ
ム
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」
が
、
今
年
も

9
月
21
日
（
木
）
〜
9
月
24
日
（
日
）

の
4
日
間
に
渡
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
「
ア
コ
ム
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」

は
地
元
地
域
へ
の
貢
献
を
目
指
し
て

運
営
さ
れ
て
お
り
、
今
回
も
会
場
内

で
の
様
々
な
チ
ャ
リ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
会
事
務
局
で
は
、
大
会
運
営
を

お
手
伝
い
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
の
参
加
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集
！！

　

参
加
日
程　

 

9
月
21
日
（
木
）
〜

9
月
24
日
（
日
）
の

各
日

　

開
催
コ
ー
ス　

石
岡
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

　
　
　
　
　
　

〒
３
１
１-

３
４
０
１

　
　
　
　
　
　

 

小
美
玉
市
世
楽

　
　
　
　
　
　

１
０
５
０-

１ 

　
　
　
　
　
　

 

☎
５
８-

５
１
１
１

　

業
務
内
容　

 

ス
コ
ア
ラ
ー
、
キ
ャ

リ
ン
グ
ボ
ー
ド
、
ス

タ
ー
ト
係
、
ギ
ャ
ラ

リ
ー
誘
導
、
練
習
場

係
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

本
部
ほ
か
大
会
運
営

に
係
わ
る
業
務

　

参
加
資
格　

 

ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
。

　

締　
　

切　

9
月
8
日
（
金
）

　

◇ 

初
め
て
の
方
で
も
大
丈
夫
。
事

前
（
９
月
中
旬
頃
予
定
）
に
説

明
会
を
実
施
し
ま
す
。

　

◇ 

興
味
を
お
持
ち
の
方
、
申
込
み

希
望
の
方
は
大
会
事
務
局
ま
で

ご
連
絡
下
さ
い
。

　
　

 

詳
し
い
ご
案
内
書
・
申
込
用
紙

を
お
送
り
し
ま
す
。

　

問（
株
）ダ
ン
ロ
ッ
プ
ス
ポ
ー
ツ

　
　

エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
内

　
　

ア
コ
ム
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
務
局

　

〒 
１
０
２-

０
０
８
３ 

　

東
京
都
千
代
田
区
麹
町
３-

４ 

　

ト
ラ
ス
テ
ィ
麹
町
ビ
ル

　

☎
０
３-

３
２
２
１-

３
４
０
５

　

℻  
０
３-

３
２
２
１-
３
４
１
０

●
し
ま
じ
ろ
う　

　
　

ふ
し
ぎ
な
も
り
の
も
の
が
た
り

　

日　

時　

10
月
15
日
（
日
）

　
　
　
　
　

 

12
時
30
分
、
15
時
30
分

開
演
（
2
回
公
演
）

　
入
場
料
金　

 

1
，5
0
0
円

　
　
　
　
　

※
全
席
指
定 

　
　
　
　
　

チ
ケ
ッ
ト
発
売
中
!!

●
五
木
ひ
ろ
し
コ
ン
サ
ー
ト

　

日　

時　

10
月
21
日
（
土
）

　
　
　
　
　

14
時
、
18
時
開
演

　
　
　
　
　
（
2
回
公
演
）

　

入
場
料
金　

S
席
6
，5
0
0
円

　
　
　
　
　
　

A
席
5
，0
0
0
円

　
　
　
　
　
　

B
席
3
，0
0
0
円

　
　
　
　
　
　

※
全
席
指
定

　
　
　
　
　
　

※
当
日
5
0
0
円
増

　

電
話
予
約
開
始
日

　
　
　
　
　
　

 

8
月
26
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　

8
時
30
分
〜

小
川
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

自
主
文
化
事
業

申

書
道
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展

2
0
0
6
ア
コ
ム
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

　
　

募
集
の
ご
案
内

申

平成 18 年 8 月 10 日　広報おみたま
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茨
城
県
で
は
「
結
婚
・
子
育
て
」

に
関
す
る
エ
ッ
セ
ー
を
募
集
し
ま

す
。「
結
婚
へ
の
憧
れ
」「
結
婚
に
ま

つ
わ
る
幸
せ
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
」「
子

育
て
を
通
じ
て
得
た
喜
び
」「
わ
が

家
の
ユ
ニ
ー
ク
な
子
育
て
」
な
ど
、

あ
な
た
が
「
結
婚
・
子
育
て
」
に
抱

く
思
い
を
伝
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

応
募
規
定

　

 　

所
定
の
応
募
用
紙
の
ほ
か
、
応

募
用
紙
の
コ
ピ
ー
、
A
４
サ
イ
ズ

の
任
意
の
用
紙
に
、
題
名
、
〒
住

所
、
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）、
年
齢
、

電
話
番
号
、
職
業
を
明
記
し
、
郵

送
。E
メ
ー
ル
に
よ
る
応
募
も
可
。

応
募
用
紙
は
各
市
町
村
児
童
福
祉

担
当
課
も
し
く
は
県
子
ど
も
家
庭

課
少
子
化
対
策
室
で
配
布
。

　

 　

８
０
０
字
以
内
。
応
募
点
数
１

人
１
点
。

　

応
募
資
格　

 

茨
城
県
内
在
住
ま
た

は
通
勤
・
通
学
し
て

い
る
中
学
生
以
上
の

方

　

締　

切　

 

９
月
29
日
（
金
）

　
　
　
　
　

※
当
日
消
印
有
効

問
県
子
ど
も
家
庭
課
少
子
化
対
策
室

   

☎
０
２
９-

３
０
１-

３
２
６
１   

　

〒
３
１
０-

８
５
５
５

　
　

水
戸
市
笠
原
町
９
７
８-

６

　

E
メ
ー
ル

　
　
　

jifuku4@
pref.ibaraki.lg.jp

9月3日・10日

◆受付　午前９時～１１時３０分 　午後１時～３時３０分

◆受付  午前９時～１１時３０分・午後１時～３時３０分
日
3
10

 外　　　科
渡辺クリニック （石岡市） ☎(26)7633
田中クリニック （石岡市） ☎(23)2288 9月2日・3日・9日・10日

◆受付 　午後７時～１０時３０分

休日診療当番医(外科)休日診療当番医(外科) 緊急診療所（内科・小児科）緊急診療所（内科・小児科）
9月9月9月 9月9月9月緊急診療所（石岡市医師会病院内）☎２３－３５１５

休　日

夜　間

　

業
務
内
容　

給
食
調
理
の
補
助

　

勤
務
地
・
募
集
人
数
・
勤
務
時
間

　
　

小
川
南
中
学
校

　
　
　
　
　
（ 

１
名
、
8
時
間
勤
務
）

　
　

美
野
里
中
学
校

　
　
　
　
　
（ 

1
名
、
8
時
間
勤
務
）

　
　

玉
里
給
食
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（ 

１
名
、
4
時
間
勤
務
）

　

資
格
・
条
件　

 

小
美
玉
市
在
住
の

60
歳
未
満
の
方

　

勤
務
開
始
日　

9
月
1
日
か
ら

　

勤
務
及
び
給
与
等　

 

臨
時
職
員
雇

用
等
管
理
規

程
に
よ
る

　

時
給　

７
０
０
円

　

募
集
締
切
日　

8
月
21
日

　

問
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

   　

☎
４
８-

１
１
１
１

　
　

内
線
２
２
１
１

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
高
齢
者

の
仲
間
づ
く
り
や
介
護
予
防
を
ね
ら

い
と
し
た
各
種
在
宅
福
祉
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
が
、
高
齢
者
が
外
出

や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
際
に
使
用

す
る
シ
ル
バ
ー
カ
ー
が
不
足
し
て
い

ま
す
。

　

皆
様
の
ご
家
庭
で
不
要
に
な
っ
て

い
る
シ
ル
バ
ー
カ
ー
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、
ご
寄
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
小
美
玉
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
３
７-

１
５
５
１

　

現
在
、
石
岡
地
方
斎
場
は
、
友
引

日
に
完
全
休
場
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
9
月
1
日
よ
り
友
引
日
で
あ
っ

て
も
斎
場
会
館
で
の
通
夜
式
の
ご
利

用
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

※ 

ご
利
用
の
際
は
事
前
に
手
続
き
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

問
石
岡
地
方
斎
場

　

☎
２
２-

６
８
２
８

　

茨
城
県
で
は
、
1
9
8
2
年
（
昭

和
57
年
）9
月
1
日
に「
茨
城
県
霞
ヶ

浦
の
富
栄
養
化
の
防
止
に
関
す
る
条

例
」が
施
行
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
、

9
月
1
日
を
「
霞
ヶ
浦
の
日
」
と
し

て
い
ま
す
。

　

県
民
の
水
質
浄
化
意
識
を
高
め
る

た
め
に
、
こ
の
日
を
中
心
に
市
町
村

で
は「
霞
ヶ
浦
浄
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
展
開
し
、
県
で
は
「
海
の
日
」
か

ら
「
霞
ヶ
浦
の
日
」
ま
で
を
「
霞
ヶ

浦
水
質
浄
化
強
化
月
間
」
と
し
て
、

標
語
や
ポ
ス
タ
ー
、
レ
ポ
ー
ト
の
募

集
と
表
彰
を
は
じ
め
、
各
種
啓
発
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

問
茨
城
県
霞
ヶ
浦
環
境
科
学
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
９-

８
２
８-

０
９
６
１

　

茨
城
県
で
は
、
多
く
の
県
民
の
皆

様
に
人
権
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ

く
機
会
と
す
る
た
め
、
地
域
別
の
人

権
啓
発
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

皆
様
の
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　

日　

時　

 

9
月
2
日
（
土
）

　
　
　
　
　

13
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
（
開
場
12
時
30
分
）

　

場　

所　

 

茨
城
県
民
文
化
セ
ン

タ
ー
小
ホ
ー
ル

　

講　

演　

 「
心
に
お
や
つ 

〜
人
権

を
考
え
る
〜
」

　
　
　
　
　

は
ら　

た
い
ら（
漫
画
家
）

　
　
　
　
　

※
入
場
無
料

　

参
加
申
込　

　
　

 
会
場
名
（
水
戸
会
場
）、
郵
便

番
号
、住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、

参
加
人
数
を
明
記
の
う
え
、
は

が
き
、
F
A
X
又
は
メ
ー
ル
で

左
記
ま
で
申
込
み
願
い
ま
す
。

　
　

 

申
込
み
受
付
は
、
定
員
4
6
0

名
に
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。

　

問
県
人
権
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー

　
　

〒
３
１
０-

８
５
５
５

　
　
　

水
戸
市
笠
原
町
９
７
８-

６

　

☎ 

０
２
９-

３
０
１-

３
１
３
６

　

℻  
０
２
９-

３
０
１-

３
１
３
８        

　

E
メ
ー
ル

　
　

 　

koso5@
pref.ibaraki.lg.jp

「
霞
ヶ
浦
の
日
」っ
て　

　

知
っ
て
い
ま
す
か
？

ご
不
要
な「
シ
ル
バ
ー
カ
ー
」　

　
　
　
　
　

あ
り
ま
せ
ん
か
？

石
岡
地
方
斎
場
か
ら 

　
　

の
お
知
ら
せ

臨
時
職
員
募
集

　
　
　

(
給
食
調
理
手)

人
権
啓
発
講
演
会

「
結
婚
・
子
育
て
」

　
　

エ
ッ
セ
ー
募
集

申

申

申

広報おみたま　平成 18 年 8 月 10 日
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四季の歌
～季節を詠む　時流を詠む～

小
川
短
歌
会

　

じ
ゃ
が
い
も
の
葉
は
緑
濃
く
繁
り
ゐ
て
さ
ぐ
り
掘
り
す
る
い
も
に
と
き
め
く　

　

沼　

田　

み
ど
り

　

介
護
用
の
ベ
ッ
ド
に
て
母
の
聞
く
テ
ー
プ
美
空
ひ
ば
り
の
歌
ば
か
り
な
り　

　
　

根　

本　

智
恵
子

　

帰
路
漸よ

う
やく

雨
の
上
が
り
て
バ
ス
の
窓
に
富
士
見
え
く
れ
ば
旅
ご
こ
ろ
満
つ　

　
　

幡　

谷　

啓　

子

　

心
晴
る
る
事
の
あ
る
や
と
習
い
に
し
ピ
ア
ノ
の
レ
ッ
ス
ン
幼
に
ま
じ
り
て　

　
　

正　

木　

敦　

子

　

昏く

れ
そ
め
て
上
弦
の
月
か
が
や
け
ば
散
り
敷
く
卯
の
花
雪
よ
り
白
し　

　
　
　
　

宮　

本　

長　

治

み
の
り
短
歌
ク
ラ
ブ

　

起
き
出
で
て
し
ば
し
楽
し
き
と
な
り
家や

の
庭
よ
り
匂
う
咲
き
分
け
の
梅　

　
　
　

宇
都
宮　

和　

子

　

霧き
り
さ
め雨

に
黄
色
き
傘
の
連
な
り
て
み
の
り
橋
行
く
登
校
の
子
ら　

　
　
　
　
　
　
　

碇　

谷　

き　

え

　

永な
が

ら
え
し
命
と
思
う
春
の
道
散
歩
に
出
づ
れ
ば
逢
う
人
も
な
き       　

　
　
　
　

松　

島　

夏　

江

　

菜
の
花
に
ま
じ
り
て
な
ず
な
の
白
く
咲
く
土ど

手て

行
き
て
摘
む
ひ
と
に
ぎ
り
ほ
ど　

藤　

井　

と
り
子

　

雨
上
が
り
植う

え

田だ

の
つ
づ
く
道
行
け
ば
水み

の

面も

に
写
る
空
か
が
や
け
り　

　
　
　
　
　

白
根
澤　

清　

香

み
の
り
短
歌
教
室

　

年
ご
と
に
小
さ
く
な
り
ゆ
く
花
つ
け
て
原
種
に
も
ど
る
か
三
色
す
み
れ　

　
　
　

白　

井　

ふ
く
江

　

六
月
は
父
母
逝
き
し
月
た
ず
さ
え
来
し
山
中
の
墓
地
に
百
合
の
花
さ
す　

　
　
　

鈴　

木　

て
る
え

　
「
百
里
へ
」
と
看
板
立
ち
て
六
ヶ
月
重
機
は
日
に
日
に
里
山
く
ず
す　

　
　
　
　

塚　

本　

き
ぬ
江　

　

上
棟
の
餅
部
屋
じ
ゅ
う
に
並
べ
終
え
天
気
予
報
の
ス
イ
ッ
チ
入
れ
る　

　
　
　
　

野　

村　

美
智
子

　

む
ら
さ
き
の
う
す
き
花
び
ら
重
な
り
て
牡
丹
怪
し
く
咲
き
て
静
も
る　

　
　
　
　

松　

島　

知　

子

玉
里
短
歌
会

　

葉
桜
の
ト
ン
ネ
ル
な
せ
る
並
木
路
に
雨
降
り
出
で
て
し
ず
く
も
緑　

　
　
　
　
　

野　

口　

初　

江

　

一
極
覇
権
憲
法
改
正
着
々
と
権
力
意
志
の
世
紀
の
夢
か　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

柴　

野　
　
　

哲

　

小ち

さ
き
蟻
の
我
が
手
の
甲
に
噛
み
付
く
に
け
な
気
さ
を
見
し
草
を
引
き
つ
つ　

　

池　

上　
　
　

昭

　

ラ
ジ
オ
よ
り
流
る
る
声
は
村
の
人
水
辺
の
想
い
熱
く
語
れ
り　

　
　
　
　
　
　
　

石　

橋　

吉　

生

　

身
の
動
き
に
ぶ
く
な
れ
ど
も
愛
用
の
自
転
車
な
れ
ば
今
日
も
事
な
し　

　
　
　
　

石　

橋　

ひ　

ろ

小
川
俳
句
会

　

緑り
ょ
く
い
ん蔭

に
影
を
ね
じ
り
て
舟
下
り　

　
　
　
　
　

柏　

崎　

尚　

子

　

友
よ
り
走は

し

り
茶
の
香
の
ゆ
ら
ぐ
朝　

　
　
　
　

伊　

藤　

か
づ
子

　

緑
蔭
や
腰
か
け
石
の
つ
や
や
か
さ　

　
　
　
　

玉　

沢　

澄　

哉

　

塩し
お
げ
し
ょ
う

化
粧
胃
の
腑ふ

に
し
み
る
炭
火
鮎　

　
　
　
　

鈴　

木　

和　

代

　

変
る
世
に
変
え
ぬ
青
田
の
風
の
道　

　
　
　
　

河
原
井　

美　

代

み
づ
う
み
俳
句
会

　

綾
な
し
て
洩
れ
る
日
ざ
し
に
青あ

お
ぶ
ど
う

葡
萄　

　
　
　

中　

島　

恵　

子

　

無
気
味
な
る
俄
か
夕
焼
け
地
を
染そ

め
ぬ　

　
　

中　

村　

愛　

子

　

湖
波
を
と
ざ
す
雨
来き

つ
草
田
男
忌　

　
　
　
　

中　

島　

良　

江

　

青
田
水
斜な

な

め
に
風
の
渡
り
行
く　

　
　
　
　
　

榎　

本　

喜
代
子

　

来
し
方
は
ふ
り
か
へ
ら
ず
に
蝸か

た
つ
む
り牛　

　
　
　
　

戸　

田　

笙　

子

み
の
り
俳
句
会　

　

杉
苔
を
踏
む
を
た
め
ら
う
梅
雨
晴
れ
間　

　
　

篠　

原　

新　

草

　

日
の
入
り
も
日
の
出
も
見
え
ず
暮
る
る
夏
至　

島　

田　

草　

心

　

庭
手
入
れ
夫
婦
二
人
で
梅
雨
の
晴　

　
　
　
　

白
根
澤　

清　

香

　

真
夜
中
に
い
づ
こ
目
指
す
や
時
鳥　

　
　
　
　

関　

本　

国　

子

　

朝
顔
の
初
咲
き
な
り
し
二
つ
三
つ　

　
　
　
　

立　

原　

千　

代

欅
の
会

　

降
る
雨
の
小
言
を
包
む
月
見
草　

　
　
　
　
　

村　

田　

妙　

子

　

蛇
の
出
て
鬼
の
泣
き
出
す
か
く
れ
ん
ぼ　

　
　

渡　

部　

み
つ
え

　

み
ど
り
児
や
笑
う
目
が
追
う
シ
ャ
ボ
ン
玉　

　

岡　

島　
　
　

進

　

夾き
ょ
う
ち
く
と
う

竹
桃
疎
開
し
ま
ま
の
父
母
な
り
き　

　
　
　

林　
　
　

静　

堂

　

筆
立
て
に
雨
音
こ
も
る
桜お

う

桃と
う

忌き　
　
　
　
　
　

木　

村　

小
夜
子

く
る
み
の
会

　

四あ
ず
ま
や阿

に
雨
や
ど
り
し
て
梅つ

雨ゆ

の
蝶ち

ょ
う　

　
　
　
　

嶋　

田　

美　

音

　

合が
っ
し
ょ
う掌

の
迎
へ
ら
れ
た
り
夏な

つ

古こ

刹さ
つ　

　
　
　
　
　

中　

根　
　
　

彪

　

夏な
つ

萩は
ぎ

や
赤
き
階き

ざ
は
し
だ
る
ま
で
ら

達
磨
寺　

　
　
　
　
　
　
　
　

福　

島　

邦　

誉

　

山
影
の
楚そ

楚そ

と
咲
き
た
る
四よ

葩ひ
ら

か
な　

　
　
　

宮　
　
　

登
志
子

　

薫く
ん

風ぷ
う

を
招
き
入
れ
た
る
長な

が

屋や

門も
ん　

　
　
　
　
　

安　

彦　

昭　

子

玉
里
俳
句
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
の
会

　

串く
し

刺ざ
し

の
鮎あ

ゆ

焦こ

が
さ
ず
に
回
し
焼
く　

　
　
　
　

亀　

井　

幸　

子

　

露ろ

天て
ん

湯ゆ

に
浸ひ

た

り
見み

仰あ

げ
る
夫め

婦お
と

星ぼ
し　

　
　
　
　

乗　

添　

ま
り
子

　

ど
こ
か
ら
か
凌の

う

霄ぜ
ん

散
り
し
潦

に
わ
た
ず
み

　
　
　
　
　
　
　

漆　

原　

妙　

子

　

端は
し

居い

し
て
お
り
て
米べ

い

寿じ
ゅ

を
祝
わ
れ
る　

　
　
　

浅　

野　
　
　

誠

　

湖う
み

凪な
ぎ

て
ホ
ッ
プ
ス
テ
ッ
プ
鯔ぼ

ら

は
ね
る　

　
　
　

矢　

口　

友　

子

平成 18 年 8 月 10 日　広報おみたま
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7
月
8
日
、
県
立
小
川
高
校
で

「
２
０
０
６
小
川
高
校
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
と
連
携

し
た
教
育
活
動
の
一
環
と
し
て
第
5

回
目
と
な
る
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、

中
学
生
と
保
護
者
対
象
の
高
校
説
明

会
や
日
常
生
活
を
見
て
、
感
じ
て
、

考
え
て
も
ら
う
た
め
の
公
開
授
業
、

さ
ら
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
「
そ
れ

で
い
い
の
か
、
高
校
生
!
」
―
高
校

生
時
代
を
振
り
返
っ
て
今
言
え
る
こ

と
―
と
題
し
て
、
同
校
の
卒
業
生
を

パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
保
護
者
、
生
徒
、

教
員
、
学
校
評
議
員
な
ど
が
熱
心
な

話
し
合
い
を
行
い
ま
し
た
。

2
0
0
6

　

小
川
高
校
フ
ォ
ー
ラ
ム

役職名
会　長

副会長

〃

書　記

〃

〃

会　計

〃

監　事

〃

〃

幹　事

〃

平成 18年度小美玉市女性会連絡協議会役員

氏　名
沼　田　マ　サ

河　口　隆　子

中　村　典　代

井　坂　末　子

村　田　ふ　く

遠　藤　春　江

高　野　順　子

松　本　栄　子

加　瀬　美代子

清　司　綾　子

桜　井　弘　子

村　尾　節　子

沼　田　慶　子

支部名
小　川

玉　里

美野里

小　川

美野里

玉　里

小　川

美野里

小　川

美野里

玉　里

美野里

玉　里

小
美
玉
市
女
性
会
連
絡
協
議
会

設
立
総
会
開
催

夏
越
大お

お
は
ら
い祓
式
・

　

市
内
安
全
祈
願
祭

小
美
玉
市
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
設
立
総
会

　

第
１
回
指
導
者
研
修
会
開
催

　

5
月
21
日
、
小
美
玉
市
子
ど
も
会
育
成
連
合

会
の
設
立
総
会
が
、
小
美
玉
市
長
を
は
じ
め
と

す
る
多
数
の
来
賓
の
方
々
が
見
守
る
な
か
盛
大

に
開
催
さ
れ
、
市
子
連
と
し
て
の
活
動
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

7
月
9
日
に
は
、
小
美
玉
市
子
ど
も
会
育
成

連
合
会
主
催
の
「
第
1
回
指
導
者
研
修
会
」
が

行
わ
れ
、
約
１
２
０
名
の
役
員
の
方
々
が
参
加

し
ま
し
た
。
研
修
会
は
、
茨
城
県
子
ど
も
会
育

成
連
合
会
会
長
中
川
輝
夫
氏
に
よ
る
「
子
ど
も

会
育
成
会
に
つ
い
て
」
の
講
演
会
や
市
子
連
役

員
内
田
憲
治
氏
に
よ
る
K
Y
T
（
危
険
・
予
知
・

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）の
講
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
に
よ
り
、
市
子
連
役
員
の
意
識
改

革
・
指
導
者
へ
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と

が
で
き
、
今
後
の
活
動
に
大
い
に
役
立
つ
も
の

と
な
り
ま
し
た
。

　

市
子
連
と
し
て
は
今
後
も
指
導
者
研
修
会
等

を
実
施
し
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
、
指
導
者
養
成
を

行
い
、
子
ど
も
会
活
動
の
活
性
化
に
努
め
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
学
区
事
業
間
交
流
を
行
い
、

子
ど
も
の
健
全
育
成
に
努
め
て
い
き
ま
す
の

で
、地
域
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

6
月
30
日
、
小
美
玉
市
神
社
協
議

会
（
小
塙
好
亮 

会
長
）
で
は
、
小
川

素そ

鵞が

神
社
（
木
名
瀬
尚
孝 

宮
司
）
に

お
い
て
市
内
神
社
関
係
者
が
一
堂
に

会
し
、
夏
越
の
大お

お
は
ら
い祓

式
と
小
美
玉
市

内
の
安
全
祈
願
祭
を
行
い
ま
し
た
。

　

7
月
20
日
、
四
季
文
化
館(

み
の

〜
れ)

に
お
い
て
、
小
美
玉
市
女
性

会
連
絡
協
議
会
設
立
総
会
が
、
多
数

の
来
賓
を
迎
え
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
同
会
は
、
会
員
相
互
の
連
携

を
図
り
、
親
睦
を
深
め
女
性
団
体
の

運
営
に
関
す
る
研
究
と
教
養
向
上
を

期
す
る
と
と
も
に
、
社
会
福
祉
に
つ

な
が
る
諸
般
の
事
業
・
活
動
に
奉
仕

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
連
絡
協
議
会
の
設
立
に

向
け
準
備
を
進
め
て
き
た
経
過
報

告
、
規
約
、
事
業
計
画
、
予
算
等
の

報
告
・
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

連
絡
協
議
会
の
初
代
会
長
に
は
、

沼
田
マ
サ
氏
が
就
任
し
ま
し
た
。

中川輝夫氏 内田憲治氏

広報おみたま　平成 18 年 8 月 10 日
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平成 18年度　小美玉市小学校陸上記録会結果

男　
　

子

種目名
50m
100m
200m
800m

60mハードル
400mリレー
走り幅跳び
走り高跳び
ボールスロー

50m
100m
200m
800m

60mハードル
400mリレー
走り幅跳び
走り高跳び
ボールスロー

1　位 3　位2　位 4　位 5　位 6　位

女　
　

子

奥村　隼人
7秒 98（羽鳥）
杉山　健太
15秒 08（羽鳥）
富塚　修平
31秒 27（橘）
小野木　俊
2分 39 秒 52（橘）
小野寺　晋也
10秒 30（小川）
羽鳥 3
57 秒 69
根崎　貴紀
3m89cm（竹原）
山口　大樹
1m27cm（玉里北）
岡野　洸一
50m67cm（上吉）
島田　真衣
8秒 14（羽鳥）
金塚　小百合
16秒 00（堅倉）
朝長　美咲
30秒 61（野田）
永木　芹奈
2分 42 秒 67（堅倉）
川崎　華奈
11秒 26（下吉）
羽鳥１
60秒 01
中山　沙也伽
3m68cm（納場）
石崎　世莉
1m21cm（上吉）
富施　静流
35m08cm（納場）

窪田　祐樹
8秒 08（竹原）
貝塚　隼人
15秒 40（野田）
保田　竜次
31秒 36（納場）
木下　祐一
2分 39 秒 74（羽鳥）
堀米　将平
10秒 89（羽鳥）
橘
58秒 52
村田　捺樹
3m85cm（羽鳥）
鬼澤　一希
1m27cm（橘）
和田　直規
48m19cm（玉里東）
東ヶ崎　美咲
8秒 34（堅倉）
浅野　奈々子
16秒 84（橘）
嶋崎　愛咲美
31秒 32（羽鳥）
和田　真美子
2分 48 秒 57（納場）
櫻井　美幸
11秒 31（羽鳥）
堅倉竹
60秒 83
藤崎　由佳
3m53cm（上吉）
酒井　莉奈
1m18cm（羽鳥）
中島　有瑛
35m00cm（堅倉）

山元　貴司
8秒 14（橘）
坂本　翔
15秒 94（玉里）
栗崎　大輝
31秒 96（竹原）
鈴木　雅宏
2分 40 秒 09（竹原）
東野　肇
11秒 13（野田）
小川２
59秒 08
谷田　多朗
3m73cm（納場）
伊藤　侑介
1m27cm（小川）
木名瀬　賢人
47m47cm（堅倉）
小松崎　薫
8秒 37（野田）
石田　友希恵
16秒 86（上吉）
小田部　麻理菜
31秒 79（羽鳥）
鈴木　香緒里
2分 48 秒 78（上吉）
安達　由比
11秒 34（羽鳥）
上吉
60秒 83
水野　加奈
3m40cm（玉里）
橋本　波津希
1m15cm（玉里）
鈴木　碧衣
34m33cm（玉里）

大和田　裕亮
8秒 16（野田）
柳澤　匠
16秒 47（小川）
井坂　優志
33秒 06（納場）
森　竜也
2分 40 秒 27（納場）
井能　彗
11秒 37（橘）
小川１
59秒 91
小沼　樹貴哉
3m67cm（羽鳥）
堀江　和輝
1m24cm（小川）
廣山　康平
46m89cm（橘）
長谷川　晴美
8秒 54（堅倉）
深作　里織
17秒 28（下吉）
若山　遙香
32秒 52（橘）
山下　愛里
2分 50 秒 39（橘）
佐川　美夏
11秒 72（上吉）
橘
61秒 49
高須　彩
3m35cm（小川）
長谷川　未咲
1m15cm（野田）
田村　杏里
32m84cm（野田）

福本　晃太
8秒 23（玉里東）
酒井　浩樹
16秒 71（羽鳥）
紀ノ川　拓真
34 秒 59（羽鳥）
木村　幸平
2分 40 秒 95（堅倉）
本山　安弘
11秒 45（小川）
玉里北
60秒 05
青木　諒
3m56cm（玉里）
小山　凌
1m21cm（玉里北）
福良　直樹
46m41cm（堅倉）
大谷　奈々恵
8秒 68（橘）
高田　恵梨
17秒 29（竹原）
大野　聖子
32秒 62（竹原）
小松　瞳
2分 50 秒 53（堅倉）
山元　友莉奈
11秒 72（小川）

4位

5位

納場 1
61 秒 69
吉田　麻莉
3m27cm（玉里）
中島　愛理
1m12cm（橘）
小暮　祐美
32m78cm（玉里北）

兼子　朋也
8秒 26（堅倉）
堤　寛征
16秒 82（橘）
森田　一希
34秒 81（羽鳥）
飯塚　拓也
2分 41 秒 82（玉里）
西澤　玄
11秒 46（竹原）
野田
60秒 10
上野　和也
3m49cm（羽鳥）
君山　尚吾
1m18cm（羽鳥）
関川　賢
45m18cm（小川）
磯邊　麻里奈
8秒 69（堅倉）
沼田　みもり
17秒 39（小川）
島田　実佳
33秒 15（竹原）
樫村　ひかり
2分 52 秒 25（野田）
井之上　千草
11秒 75（橘）
野田
62秒 44
中根　千尋
3m27cm（竹原）
高山　菜都美
1m12cm（野田）
山田　みどり
32m38cm（竹原）

小学校陸上記録会
　7 月 4 日、石岡市の総合運動公園陸上競技
場において、小美玉市内の全小学校 6 年生に
よる、小学校陸上記録会が開催されました。

結果は、次の通りです。

が

ん

ば

っ

て

ま

す

　

美
野
里
ビ
サ
イ
レ
ン
ツ
が
、

第
11
回
全
日
本
エ
ル
ダ
ー
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
の
茨
城

県
予
選
会
に
お
い
て
見
事
優
勝

し
、
9
月
に
宮
崎
県
で
行
わ
れ

る
全
国
大
会
へ
の
出
場
が
決
ま

り
ま
し
た
。

　

美
野
里
ビ
サ
イ
レ
ン
ツ
は
今

回
で
8
回
目
の
全
国
大
会
出
場

と
な
り
ま
す
。

　

小
川
珠
算
計
理
塾
（
小
沼

俊
夫 

塾
長
）
の
塾
生
で
あ
る
、

新
居
見
拓
人
君
（
小
川
小
5

年
）、
根
本
陽
介
君
（
小
川
南

中
1
年
）、
橋
本
光
平
君
（
小

川
南
中
2
年
）
が
、
茨
城
県
代

表
選
手
と
し
て
、
8
月
8
日
に

愛
媛
県
で
開
催
さ
れ
た
全
日
本

珠
算
選
手
権
大
会
に
出
場
し
ま

し
た
。

　

7
月
12
日
か
ら
19
日
ま
で
、
や

す
ら
ぎ
の
里
小
川
で
、
小
川
墨
遊
会

と
ミ
ニ
盆
栽
会
に
よ
る
「
水
墨
画
と

ミ
ニ
盆
栽
展
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

掛
軸
と
色
紙
、
額
装
な
ど
バ
ラ
エ

テ
ィ
ー
に
と
ん
だ
水
墨
画
の
作
品
と

野
の
花
な
ど
を
あ
し
ら
っ
た
た
く
さ

ん
の
ミ
ニ
盆
栽
が
訪
れ
た
方
々
の
心

を
和
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

平成 18 年 8 月 10 日　広報おみたま
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7
月
18
日
、
玉
里
北
小
学
校
3

年
生
の
総
合
学
習
と
し
て
、
講
師

に
十
文
字
義
之
氏
（
関
鉄
フ
ァ
ン

C
L
U
B
会
長
）
を
む
か
え
、「
鹿

島
鉄
道
・
鉄
道
探
検
隊
」
の
授
業
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

鹿
島
鉄
道
の
歴
史
、
駅
、
切
符
、

線
路
の
話
な
ど
を
、
写
真
や
鉄
道
の

模
型
、
実
物
の
切
符
な
ど
を
使
い
な

が
ら
、
お
も
し
ろ
く
授
業
が
展
開
さ

れ
、
好
奇
心
旺
盛
な
子
ど
も
た
ち
は

釘
付
け
の
様
子
で
し
た
。
質
問
も
た

く
さ
ん
で
て
、「
夏
休
み
に
鹿
島
鉄

道
に
乗
っ

て
み
よ
う

!
」
と
い

う
子
ど
も

た
ち
の
声

が
聞
こ
え

て
き
ま
し

た
。

　

玉
里
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
、

7
月
21
日
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
教
室
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　

プ
ー
ル
で
、
小
学
生
が
対
象
の
児

童
水
泳
教
室
と
一
般
の
方
（
中
高
年

の
方
）
が
対
象
の
水
中
健
康
教
室
が

　

7
月
8
日
、
河
川
や
水
質
浄
化
に

関
心
を
も
っ
て
も
ら
お
う
と
、小
川
・

美
野
里
地
区
の
巴
川
探
検
隊
と
玉
里

地
区
の
恋
瀬
川
探
検
隊
の
交
流
事
業

と
し
て
、
小
美
玉
わ
く
わ
く
探
検
隊

（
小
美
玉
わ
く
わ
く
探
検
隊
実
行
委

員
会
主
催
）
が
玉
里
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
周
辺
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

約
１
２
０
名
が
参
加
し
、
講
師
の

説
明
を
受
け
な
が
ら
、
霞
ヶ
浦
の
お

魚
観
察
や
レ
ン
コ
ン
田
の
探
検
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
ど
ん
な

発
見
が
あ
る
の
だ
ろ
う
と
、
終
始
、

胸
を
わ
く
わ
く
さ
せ
な
が
ら
元
気
に

歩
き
ま
し
た
。
ま
た
、
お
昼
に
は
、

小
美
玉
市
食
生
活
改
善
推
進
連
絡

協
議
会
の
皆
さ
ん
が
地
元
の
食
材
で

作
っ
た
「
川
エ
ビ
と
レ
ン
コ
ン
の
天

ぷ
ら
」
が
配
ら
れ
、
会
食
を
楽
し
み

ま
し
た
。

行
わ
れ
、
参
加
者
は
水
に
親
し
む
た

め
、
苦
手
な
水
泳
の
克
服
の
た
め
、

健
康
維
持
の
た
め
、
体
力
向
上
の
た

め
と
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に
向
か
い
、

講
師
の
指
導
を
真
剣
に
受
け
て
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
近
く
の
野

村
田
池
で
は
、
小
学
4
年
生
か
ら
一

般
の
方
が
対
象
の
ヨ
ッ
ト
・
カ
ヌ
ー

教
室
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
時
に
は

ひ
っ
く
り

返
る
こ
と

も
あ
り
ま

す
が
、
自

然
の
な
か

で
思
う
存

分
水
の
上

を
楽
し
ん

で
い
る
様

子
で
し
た
。

　

7
月
15
日
、
県
立
小
川
高
等
学
校

グ
ラ
ン
ド
で
、
J
2
水
戸
ホ
ー
リ
ー

ホ
ッ
ク
の
コ
ー
チ
3
人
を
招
い
て

「
J
A
バ
ン
ク
茨
城
・
少
年
サ
ッ
カ
ー

教
室
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
サ
ッ
カ
ー
教
室
は
、
J
A
常

陸
小
川
が
主
催
し
、
J
A
茨
城
県
信

連
・
水
戸
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク
・
小
川

サ
ッ
カ
ー
連
盟
の
後
援
で
毎
年
行
わ

れ
て
お
り
、
今
年
で
5
回
目
と
な
り

ま
す
。

　

当
日
は
、
気
温
が
30
℃
を
超
え
る

真
夏
日
と
な
り
ま
し
た
が
、
元
気

い
っ
ぱ
い
な
２
０
０
名
近
い
小
中
学

生
た
ち
は
、
水
戸
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク

の
コ
ー
チ
に
指
導
を
受
け
、
基
本
的

な
練
習
や
実
戦
的
プ
レ
ー
を
通
し
て

汗
を
流
し
ま
し
た
。コ
ー
チ
か
ら
は
、

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
す
ご
く

良
く
取
れ
て
い
て
、
積
極
的
で
素
晴

ら
し
い
で

す
ね
。」と

の
コ
メ
ン

ト
を
い
た

だ
き
ま
し

た
。

―
気
を
つ
け
よ
う

　
　
　
　
　

慣
れ
た
道
で
も
右
左
―

　

7
月
20
日
か
ら
8
月
20
日
ま
で
県

内
一
斉
に
「
夏
の
交
通
事
故
防
止
県

民
運
動
」
が
、展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

小
美
玉
市
で
も
、
小
川
・
玉
里
地
区

は
7
月
20
日
に
、
美
野
里
地
区
は
7

月
20
・
22
・
26
・
29
日
に
、
島
田
市

長
を
は
じ
め
交
通
安
全
協
会
小
美
玉

連
合
会
、
小
美
玉
市
交
通
安
全
母
の

会
連
合
会
、
小
美
玉
市
女
性
ド
ラ
イ

バ
ー
友
の
会
連
合
会
、
交
通
安
全
指

導
員
会
の
協
力
を
得
て
、
行
き
交
う

ド
ラ
イ
バ
ー
に
啓
発
チ
ラ
シ
、
う
ち

わ
、
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ッ
シ
ュ
を
手
渡
し

な
が
ら
、
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。

―
危
険
箇
所
に
看
板
を
設
置
―

　

夏
休
み
に
は
、
子
ど
も
た
ち
の
水

の
事
故
の
発
生
が
予
想
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
小
川
地
区
交
番
連
絡
協
議
会

で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
注
意
を
促
す

立
て
看
板
を
た
め
池
に
設
置
し
ま
し

た
。

2
0
0
6
J
A
バ
ン
ク
茨
城

　

少
年
サ
ッ
カ
ー
教
室

 
小
美
玉
わ
く
わ
く
探
検
隊

玉
里
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
教
室

夏
の
交
通
事
故

　
　

防
止
県
民
運
動

 

鹿
島
鉄
道

　
　
　

鉄
道
探
検
隊

 

気
を
つ
け
よ
う
!
水
の
事
故
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ユ
リ
の
種
類
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
、
ウ

バ
ユ
リ
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
?

　

寺
崎
の
篠
原
さ
ん
所
有
の
杉
林
に
群
生
し
て
い
る
ウ

バ
ユ
リ
が
見
ご
ろ
と
の
情
報
を
い
た
だ
い
た
の
で
、
早

速
、
取
材
に
出
か
け
ま
し
た
。
ウ
バ
ユ
リ
は
漢
字
で 

「
姥う

ば

百ゆ

合り

」
と
書
く
そ
う
で
す
。
名
前
の
由
来
は
、
ウ
バ
ユ
リ

が
開
花
す
る
と
き
、
た
い
て
い
葉は

（
歯は

）
が
枯
れ
て
な
く

な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
女
児
が
成
長
し
て
花
咲

く
18
歳
ご
ろ
の
娘
に
な
る
こ
ろ
は
、姥
（
＝
老
女
） 

に
な
っ

て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
春
に
な
る
と
、
光
沢
の
あ
る
葉
は
目
立
ち
、
ユ
リ

科
な
の
に
網
状
の
葉
脈
を
持
つ
特
異
な
存
在
で
す
。
高
さ

６
０
〜
１
０
０
cm
の
茎
の
上
に
、
上
品
な
白
緑
色
の
横
向

き
の
花
を
つ
け
ま
す
。
花
期
は
７
〜
８
月
で
す
。

　

ウ
バ
ユ
リ
が
こ
れ
だ
け
群
生
し
て
い
る
の
は
珍
し
く
、

こ
の
群
落
林
は
平
成
3
年
に
、
美
野
里
町
文
化
財
と
し
て

指
定
を
受
け
、
小
美
玉
市
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

貴
重
な
自
然
、
い
つ
ま
で
も
残
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

お
み
た
ま

お
み
た
ま
サ
プ
リ

　

サ
プ
リ
に
は
、「
付
録
、
補
足
」
の
意
が
あ
り
ま
す
。
身
近
な
話

題
を
お
み
た
ま
サ
プ
リ
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
お
伝
え
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。情
報
の
あ
る
方
は
広
報
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

市
内
探
訪 

7
月
編

市
内
探
訪 

7
月
編

市
内
探
訪 

7
月
編

市
内
を
ぐ
る
っ
と
し
て
み
た
ら
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。

国道 6号沿いのカンナ (25 日撮影）

佐才のまつり（29日撮影）

野田のまつり（29日撮影）

池花池のヒツジグサ（20日撮影）

さまざまな夏祭りがとり行われました。さまざまな夏祭りがとり行われました。さまざまな夏祭りがとり行われました。

羽鳥まつり（30日撮影）

竹原アワアワ祇園（22日撮影）下吉影のまつり（16日撮影） 小川の祇園（23日撮影）
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